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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月19日(2011.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸機能を有する無機顔料と、前記酸機能を有する無機顔料の表面に化学結合していない
状態で接触している、少なくとも２価以上の金属とアニオン成分とにより形成された非晶
質体とを有し、酸機能を示さないことを特徴とする表面改質無機顔料。
【請求項２】
　前記酸機能を有する無機顔料が、二元機能無機顔料である請求項１に記載の表面改質無
機顔料。
【請求項３】
　前記酸機能を有する無機顔料が、アルミナ水和物である請求項１に記載の表面改質無機
顔料。
【請求項４】
　前記２価以上の金属が、アルカリ土類金属である請求項１乃至３のいずれかに記載の表
面改質無機顔料。
【請求項５】
　前記非晶質体が、２価以上の金属と、アニオン成分と、水分子とにより形成された非晶
質体である請求項１乃至４のいずれかに記載の表面改質無機顔料。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料の製造方法であって、酸機能を有
する無機顔料に２価以上の金属塩水和物を付着させる工程と、付着した２価以上の金属塩
水和物を非晶質状態で存在させる工程とを有することを特徴とする表面改質無機顔料の製
造方法。
【請求項７】
　前記酸機能を有する無機顔料に２価以上の金属塩水和物を付着させる工程が前記酸を有
する無機顔料と前記２価以上の金属塩水和物とを混合する混合工程であり、前記２価以上
の金属塩水和物を非晶質状態で存在させる工程が、前記混合工程により得られた混合物を
、炉またはスプレードライ装置を用いて焼成する工程である請求項６に記載の表面改質無
機顔料の製造方法。
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【請求項８】
　前記酸機能を有する無機顔料に２価以上の金属塩水和物を付着させる工程において、ス
プレードライ装置を用いる請求項６又は７に記載の表面改質無機顔料の製造方法。
【請求項９】
　前記付着した２価以上の金属塩水和物を非晶質状態で存在させる工程において、付着し
た２価以上の金属塩水和物が、１水和物から無水物に結晶転移する間に存在する、非晶質
状態になる温度領域の熱エネルギーを作用させて非晶質状態を形成する請求項６乃至８の
いずれかに記載の表面改質無機顔料の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料が、さらに着色剤で着色されてい
ることを特徴とする着色表面改質無機顔料。
【請求項１１】
　請求項５に記載の表面改質無機顔料が、さらに着色剤で着色されている着色表面改質無
機顔料の製造方法であって、
　前記表面改質無機顔料に対して着色剤含有溶液を付与する工程と、
　着色剤含有溶液が付与された表面改質無機顔料を、前記表面改質無機顔料が含有する非
晶質体が結晶に転移しない熱エネルギーで乾燥する工程と
を有することを特徴とする着色表面改質無機顔料の製造方法。
【請求項１２】
　基材上に形成された色材受容層が無機顔料を含有する記録媒体において、前記無機顔料
が、請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料であることを特徴とする記録媒
体。
【請求項１３】
　前記表面改質無機顔料が含有する酸機能を有する無機顔料が、多孔質アルミナ水和物で
ある請求項１２に記載の記録媒体。
【請求項１４】
　基材上に形成された色材受容層が請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料
を含有する記録媒体の製造方法であって、
　基材上に、前記表面改質無機顔料を含有する色材受容層を形成する工程と、
　前記色材受容層中に存在する前記表面改質無機顔料が含有する非晶質体が結晶に転移し
ない熱エネルギーで色材受容層を乾燥する工程と
を有することを特徴とする記録媒体の製造方法。
【請求項１５】
　基材上に請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料を含有する色材受容層を
形成している記録媒体に、記録用の液体を付与することにより画像を形成することを特徴
とする画像形成方法。
【請求項１６】
　前記記録用の液体の付与が、インクジェット方式を用いた非接触記録方式により行われ
る請求項１５に記載の画像形成方法。
【請求項１７】
　基材上に形成された色材受容層が請求項１乃至５のいずれかに記載の表面改質無機顔料
を含有する記録媒体に、着色剤で画像が形成されていることを特徴とする記録画像。
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